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本
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化

に
伴
い
、
本
格
的
な
人
口
減
少
期

に
入
っ
た
。
労
働
人
口
の
減
少
は
、
国
民

生
活
や
経
済
、
雇
用
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
こ
で
、
海
外
か
ら
の

多
様
な
「
人
材
」の
獲
得
や
、「
働
き
手
」

確
保
を
狙
い
と
し
た
「
移
民
」の
受
け
入

れ
が
大
き
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

福
田
内
閣
は「
人
財
立
国
」
構
想
を
掲

げ
、
こ
れ
ま
で「
留
学
生
三
〇
万
人
計
画
」

や「
ア
ジ
ア
人
財
資
金
構
想
」を
具
体
化
し

て
き
た
。
一
方
、
自
民
党
は
今
年
六
月
、

外
国
人
の
受
け
入
れ
拡
大
と
と
も
に
、
日

本
へ
の
定
住
を
促
す「
移
民
政
策
」を
公
表
、

来
年
に
は
法
案
化
す
る
と
い
う
。
経
済
界

も
、
国
際
的
な
「
高
度
人
材
」の
受
け
入

れ
拡
大
を
求
め
て
い
る
。
ど
れ
も
、
日
本

の
急
速
な
人
口
減
少
を
背
景
に
、
国
際

的
な
人
材
獲
得
競
争
に
対
応
す
る
の
が

狙
い
だ
。

し
か
し
、
同
じ「
人
材
」と
い
っ
て
も
、
単

純
労
働
者
の
受
け
入
れ
と
な
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
施
策
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
あ
り
、反
発
も
少
な
く
な
い
。
今
年
八
月
、

日
本
の
病
院
や
施
設
で
働
く
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
約
二
〇
〇
人

が
来
日
し
た
が
、
実
は
彼
女
ら
は
入
国
管

理
法
の
下
で
は「
専
門
技
術
者
」で
は
な
く
、

看
護
師「
候
補
生
」に
す
ぎ
な
い
。
三
〜
四

年
以
内
に
日
本
の
国
家
資
格
を
取
得
し
な

け
れ
ば
、
強
制
帰
国
と
な
る
。

日
本
は
表
向
き
、「
単
純
労
働
者
の
受

け
入
れ
は
認
め
な
い
」方
針
だ
が
、
実
態
は

違
う
。
一
九
九
〇
年
の
入
管
法
改
正
で
、

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
三
世
ま
で
在
留
資
格
を

認
め
、
就
労
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
九

三
年
に
は
外
国
人
研
修
技
能
実
習
制
度

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
同
制
度
は
、
日
本
の

技
術
を
外
国
人
に
教
え
る
と
い
う
名
目
だ

が
、
実
際
は「
実
習
」
と
い
う
名
の
就
労
を

認
め
、
多
く
の
受
け
入
れ
企
業
が
不
足
す

る
労
働
力
を
低
賃
金
の
研
修
生
で
補
っ
て

き
た
。

日
本
の
就
労
外
国
人
を
見
る
と
、
専
門

技
術
分
野
の「
高
度
人
材
」と「
単
純
労
働
」

（
研
修
生
、
留
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）の

数
は
す
で
に
肩
を
並
べ
る
規
模
に
ま
で
な
っ

た
。
最
近
で
は
、
外
国
人
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ

ー
や
家
政
婦（「
特
定
活
動
」の
資
格
）ま
で

登
場
し
て
い
る
。

海
外
か
ら
の
人
材
受
け
入
れ
政
策
は
、

労
働
人
口
の
減
少（
二
〇
三
〇
年
推
計
、
〇

四
年
比
一
千
万
人
減
）を
考
え
れ
ば
、
今
や

避
け
て
は
通
れ
な
い
。
今
後
、
日
本
人
の
働

き
手
が
減
り
、
農
漁
業
な
ど
の
一
次
産
業

や
い
わ
ゆ
る「
3
K
職
場
」の
人
手
不
足
は

ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
。
単
純
労
働
を

抜
き
に
し
た
便
宜
的
な
「
人
材
」
受
け
入

れ
策
で
は
、
も
は
や
限
界
が
あ
る
。

で
は「
人
材
開
国
」に
当
た
っ
て
必
要
と

さ
れ
る
理
念
は
何
か
。
同
じ「
人
材
」と
言

い
な
が
ら
、
高
度
な
専
門
技
術
者
と
単
純

労
働
者
を「
差
別
」し
な
い
こ
と
が
ま
ず
重

要
だ
。
大
学
教
授
も
家
政
婦
も
「
職
業
」

に
貴
賎
は
な
い
。
必
要
だ
か
ら
受
け
入
れ

る
労
働
移
動
の
需
給
原
則
が
働
く
点
も

変
わ
ら
な
い
。
外
国
人
の
就
労
範
囲
は
可

能
な
限
り
拡
大
す
べ
き
だ
ろ
う
。

た
だ
、
単
純
労
働
に
つ
い
て
は
、
企
業
の

労
働
コ
ス
ト
削
減
の
温
床
に
な
る
よ
う
な

受
け
入
れ
方（
低
賃
金
、
過
重
労
働
）は
許

さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
受
け
入
れ
た

人
材
を
一
定
期
間
、
公
共
的
な
職
業
訓
練

校
や
専
門
学
校
な
ど
で
教
育
す
る「
育
成

型
」シ
ス
テ
ム
が
不
可
欠
だ
。
そ
の
教
育
費

用
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
雇
用
者
と
な
る
経

済
界
も
応
分
の
負
担
を
す
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
た
、
外
国
人
の
永
住
資
格
と
国
籍
取

得
の
た
め
の
定
住
条
件（
永
住
権
一
〇
年
、

帰
化
五
年
）の
逆
転
も
、
外
国
人
の
住
み
に

く
さ
の
一
端
に
な
っ
て
い
る
。

「
人
材
開
国
」で
、
外
国
人
に
す
べ
て
の

労
働
市
場
を
開
放
す
る
の
は
、
確
か
に
リ

ス
ク
も
あ
る
。
外
国
人
労
働
者
の
集
住
に

伴
う
教
育
、
医
療
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ

の
負
荷
な
ど
の
問
題
は
日
本
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
軋
轢
を
生
ん
だ
。
だ
が
、
こ
れ
を

日
本
社
会
の「
異
物
」と
し
て
排
斥
す
る
よ

う
な
対
応
で
は
、
何
も
解
決
し
な
い
。

外
国
人
の「
育
成
・
定
住
型
」の
受
け
入

れ
策
を
実
行
し
て
い
く
上
で
の
環
境
整
備

や
制
度
改
革
は
一
つ
の「
社
会
革
命
」で
も

あ
る
。
日
本
側
で
も
外
国
人
を
快
く
受
け

入
れ
る
心
の
準
備
が
必
要
だ
。
そ
の
意
味

で
、
外
国
人
労
働
者
を
安
い
労
働
力
と

し
か
考
え
な
い
一
部
の
日
本
の
企
業
の

対
応
は
、
大
い
に
反
省
す
べ
き
で
あ
る
。

超
高
齢
社
会
に
突
入
す
る
日
本
が
二

一
世
紀
を
生
き
抜
く
に
は
、
多
く
の
外
国

人
が
働
き
集
う「
多
文
化
共
生
社
会
」と
、

ま
ず
腹
を
括
る
必
要
が
あ
る
。
外
国
の
モ

ノ
や
資
本
が
こ
れ
だ
け
日
本
に
入
り
こ
ん

で
い
る
と
い
う
の
に
、「
ヒ
ト
」だ
け
は
嫌
と

い
う
時
代
で
は
な
い
。

日
本
は
、
海
外
か
ら
幅
広
く「
人
材
」を

集
め
、
そ
の
上
で
ア
ジ
ア
で
最
も
「
働
き
や

す
く
か
つ
住
み
や
す
い
国
」
を
目
指
せ
ば
、

不
公
正
や
格
差
の
な
い
日
本
型
経
済
社
会

へ
の
自
立
に
も
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

「
人
材
開
国
」へ
の
道

日
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